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==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　日本学術会議中国・四国地区会議公開学術講演会

  「瀬戸内圏研究シンポジウム　～浅海の生産環境と防災～」の開催について

　（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　日本学術会議中国・四国地区会議は、公開学術講演会を開催いたします。

　◆日　時：平成19年11月20日（火）13:30～17:00　

　◆会　場：サンポートホール高松　第１小ホール

　◆次　第：〇開会挨拶

　　　　　　　・武田　和義（日本学術会議中国・四国地区会議代表幹事、

　　　　　　　　岡山大学資源生物科学研究所長）

　　　　　　　・一井　眞比古（日本学術会議連携会員、香川大学長）

　　　　　　〇第１部　基調講演

　　　　　　　・「瀬戸内海の新たな再生方策としての「里海」づくり」

　　　　　　　　松田　治（瀬戸内海研究会議会長、広島大学名誉教授）

　　　　　　　・「浅海域としての瀬戸内海研究」

　　　　　　　　多田　邦尚（香川大学農学部教授）

　　　　　　　・「浅海における物質の輸送機構解明と防災への活用」

　　　　　　　　末永　慶寛（香川大学工学部准教授）

　　　　　　〇第２部　パネルディスカッション

　　　　　　　「浅海の生産環境と防災」

　　　　　　　パネリスト：青山　忠幸（香川県環境森林部長）

　　　　　　　　　 　　　　 山本　啓一（香川県魚市場㈱代表取締役社長）

　　　　　　　　　 　　　　 松田　治（瀬戸内海研究会議会長、広島大学名誉教授）

　　　　　　　　　 　　　　 白木　渡（香川大学工学部教授）

　　　　　　　コーディネーター：多田　邦尚（香川大学農学部教授）

　　　　　　〇閉会挨拶

　　　　　　　前田　肇（香川大学理事（学術担当））

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/42-t-2.pdf

　【お問い合わせ先】

　　香川大学学術室研究協力グループ

　　TEL：087-832-1314 

　　FAX：087-832-1319 

　　E-mail：sangaku5@jim.ao.kagawa-u.ac.jp

■----------------------------------------------------------------- 

　「統計改革に関する国際シンポジウム」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　本年５月に新統計法が成立し、10月には内閣府に統計委員会が設置されま

した。

　このような機会に、主要国や国際機関の統計に関する第一線の責任者を招

き、わが国の統計に関する識者や行政関係者とともに、各国に共通する統計

制度のガバナンスのあり方や社会変化に即応した統計整備について国際的な

議論を行い、今後の統計及び統計制度の改善に資するとともに、広く国民に

公的統計の意義・役割等について理解を得ることを目的としたシンポジウム

を開催します。

　シンポジウムは公開とし、経済社会総合研究所ホームページにおいて広く

一般からの公募も行います。

　◆日　時：平成19年11月27日（火） 9:30～17:00

　◆場　所：国際連合大学　ウ・タント国際会議場

 　　　　　　（東京都渋谷区神宮前5-53-70）

　◆参加者：

　　（海 外）Paul Cheung　国連統計部長

　　　　　　  Katherine Wallman　アメリカ大統領府首席統計官

              Mike Hughes　イギリス国家統計局国家統計政策部長

              Brian Pink　オーストラリア統計局長

              Lin Xianyu　中国国家統計局副局長

              HAN, Sung Hee　韓国統計庁統計教育院教育運営課長

   （国 内）竹内　啓　統計委員会委員長

             廣松　毅　統計委員会委員

             大守　隆　統計委員会委員

             黒田　昌裕　内閣府経済社会総合研究所長

             川崎　茂　総務省統計局長

　◆主　催：内閣府、総務省

　※詳細及び参加申込みについては、以下のＵＲＬをご覧ください。

　　http://www.esri.go.jp/jp/workshop/071127/071127main.html

■----------------------------------------------------------------- 

　日本学術会議中部地区会議公開学術講演会の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　日本学術会議中部地区会議は、標記シンポジウムを開催いたします。

　◆日　時：平成19年11月30日（金）13:00～16:00　

　◆会　場：静岡大学情報学部２号館３階会議室（浜松キャンパス）

　　　　　　静岡大学共通教育Ａ棟301講義室

　　　　　　（静岡キャンパス：遠隔授業システムにて参加）

　◆次　第：〇挨拶

　　　　　　　　 興　直孝（静岡大学長）

　　　　　　　〇日本学術会議第151回総会報告

　　　　　　　〇科学者との懇談

　　　　　　　〇学術講演

　　　　　　　　 １　「古代日本の超技術　～半導体結晶技術との相関～」

　　　　　　　　　　　 志村　史夫（静岡理工科大学理工学部教授）

　　　　　　　　 ２　「病気にかからない植物は作れるか？」

　　　　　　　　　　　 露無　慎二（静岡大学副学長・大学院創造科学技術研究部教授）

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/42-t-1.pdf

　【お問い合わせ先】

　　・日本学術会議中部地区会議事務局（中部大学学務部学務課内）

　　　TEL：0568-51-1111 

　　　FAX：0568-51-1141 

　　・静岡大学学術情報部研究協力・情報図書チーム

　　　TEL：054-238-4412 

　　　FAX：054-238-4312 

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム「21世紀の大学教育を求めて　－新しいリベラル・アーツの

　創造－」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　

（開催趣旨）

　科学技術の急成長による知の分散化やたこつぼ化。大学全入時代の到来

による学生の基礎学力低下。専門職大学院などの発足による大学の多様化。

大学を取りまくこのような問題の解決を可能にする新たな全体知や総合知

としての「リベラル・アーツ」のあり方を検討する。

　◆日　時：平成19年12月１日（土）13:30～17:30　

　◆会　場：中京大学（名古屋キャンパス）16号館

          　　アネックス6階－7階アネックスホール


  　　（名古屋市昭和区八事本町101－2）

　◆演　者：潮木　守一（桜美林大学招聘教授）、長谷川　壽一（東京大学教授）、

　　　　　　　鷲谷いづみ（東京大学教授）、野家啓一（東北大学教授）ほか

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/40-s-1-3.pdf 

　※事前申込みは必要ありません。

　【お問い合わせ先】

　　日本学術会議事務局審議第一担当　高橋、藤本

　　TEL：03-3403-5706 

　　FAX：03-3403-1640 

　　E-mail：s251@scj.go.jp

■-----------------------------------------------------------------

  府省共通研究開発管理システムの研究機関向け説明会の実施について

　（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　府省共通研究開発管理システムについては、先般、ポータルサイトの開

設の連絡をしたところです。現在、ポータルサイト上で研究機関向け説明

会の参加登録を案内していますので、ご確認いただくとともに、必要な関

係者等にご周知くださるようよろしくお願いします。

　平成20年１月の研究開発管理システム（e-Rad）の運用開始に当たり、

研究機関向けの説明会を以下により実施しますので、e-Radポータルサイト

をご確認のうえ申し込みいただくようお願いします。

　１．会場等について

　（１）東京会場

　　　・実 施 日：平成19年12月４日（火）～平成19年12月７日（金）

　　　　　　　　　　（1日1回、それぞれ約1,000名参加可能）

　　　・時　　間：13:30～17:00

　　　・会　　場：東京大学　安田講堂

　　　・対 象 者：研究機関の事務担当者（原則、各機関３名以内）

　　　・内　　容：１．システムの概要等について

　　　　　　　　　 ２．システム利用における留意事項等について

　　　　　　　　　 ３．システム操作説明

　（２）大阪会場

　　　・実 施 日：平成19年12月17日（月）～平成19年12月19日（水）

　　　　　　　　　　（1日1回、それぞれ約500名参加可能）

　　　・時　　間：13:30～17:00

　　　・会　　場：大阪大学　コンベンションセンター３階ＭＯホール

　　　・対 象 者：研究機関の事務担当者（原則、各機関２名以内）

　　　・内　　容：１．システムの概要等について

　　　　　　　　　 ２．システム利用における留意事項等について

　　　　　　　　　 ３．システム操作説明

　（３）ストリーミング配信

　　　　実施した説明会の内容をストリーミングにより配信します。

　２．参加申込み等について

　　（１）　１の（１）、（２）については、11月６日以降、e-Rad

　　　　　ポータルサイト（http://www.e-rad.go.jp）から、Web受

　　　　　付により参加申込みを行ってください。なお、各開催日ご

　　　　　とに定員となり次第、受付を終了します。

　　（２）　１の（３）の開始については、説明会実施後、e-Radポ

　　　　　ータルサイトでお知らせします。

　【お問い合わせ先】

　　文部科学省 府省共通研究開発管理システム運用担当

　　TEL：03-5253-4111(内線2252)

********************************************************************

　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから

　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2007-11.html

********************************************************************
==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.107  **  2007/11/21  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　「サイエンスアゴラ２００７～みんなでつなごう　未来のスイッチ ～」の

　開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　日本最大級のサイエンスコミュニケーションイベントが今年もお台場で

開催されます。

　サイエンスアゴラは、日本のサイエンスコミュニケーションの発展を目

指し、日本各地の活動を実践を交えて紹介し、現状の課題や今後のあり方

を一般社会と科学者が共に考え、集い、交流する広場（アゴラ）となるも

のです。

　公式HP:　http://scienceportal.jp/scienceagora/

　◇会　期：平成19年11月23日(金・祝)～25日(日)

　◇会　場：国際研究交流大学村

　　　　　　　（日本科学未来館、東京国際交流館、

                産業技術総合研究所臨海副都心センター）

　◇主　催：科学技術振興機構（JST)

　◇共　催：日本学術会議、国際研究交流大学村

　◇アクセス：http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/map.html

　◇お問い合せ先：info@scienceagora.jp

＜＜日本学術会議会議企画プログラム＞＞

　◆「miniセルフェスタ2007 in 東京」

　○主　催：科学と社会委員会科学力増進分科会

　○日　時：11月23日(金・祝) 10:00～17:00

　○会　場：東京国際交流館 1F 多目的スペース

  ○内　容：私たち生物は、多くの細胞からできています。その細胞の各々

            　が、命の根源となる大切な働きを担っているのです。細胞の観

            　察や実験を通してその不思議に触れ、細胞研究の楽しさを知っ

            　ていただきたいと思っています。

　○登壇者：室伏 きみ子 氏(お茶の水女子大学)、

　　　　　　   仲矢 史雄 氏(お茶の水女子大学)、

               森 富子 氏(お茶の水女子大学)、

               西川 恵子 氏(お茶の水女子大学)

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071123/3-2.html

　◆「人間理解のための行動生物学最前線」

　○主　催：基礎生物学委員会・応用生物学委員会・心理学・教育学委員会合同

　　　　　　　 行動生物学分科会

　○日　時：11月24日（土）10：00～12：00

　○会　場：日本科学未来館 7F イノベーションホール

　○内　容：行動生物学はヒトや動物の行動を生物学の多様な階層から研究

　　　　　　　する学問です。今回は、行動研究が人間を理解する上でどのよ

　　　　　　　うに貢献するかを、比較認知科学、獣医行動学、分子生物学、

　　　　　　　進化生物学の専門家がお話します。

　○登壇者：渡辺 茂 氏(慶応義塾大学)、森 裕司 氏(東京大学)、

　　　　　　　 石浦 章一 氏(東京大学)、長谷川 眞理子 氏(総合研究大学院大学)

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071124/1-2.html

　◆「ロボットの人類学」

　○主　催：基礎生物学委員会・応用生物学委員会合同自然人類学分科会

　○日　時：11月24日(土) 13:00～16:00

　○会　場：東京国際交流館 3F 国際交流会議場

　○内　容：ロボットが人間に似すぎると嫌悪感を感じる現象、不気味の谷

　　　　　　　をめぐって、人間が自分自身と似ているが、微妙に異なる対象

　　　　　　　を見るときの受け止め方を、ロボット研究者と人類学研究者が

　　　　　　　多面的に議論をします。

　○登壇者：石黒 浩 氏(大阪大学大学院 工学研究科)、

　　　　　　　 森島 繁生 氏(早稲田大学 理工学部)、

            　 河内 まき子 氏(産業技術総合研究所 デジタルヒューマン研究センター) ほか

　http://www.dh.aist.go.jp/event/071124/

　◆「科学技術リテラシーの効用～ライフコース構築の観点から」

　○主　催：科学と社会委員会科学力増進分科会

　○日　時：11月24日(土) 15:00～17：00

　○会　場：日本科学未来館 7F イノベーションホール

　○内　容：現在、すべての日本人が身につけるべき科学技術リテラシー像を、

　　　　　　　「科学技術の智」プロジェクトで作成中です。本シンポジウムでは、

　　　　　　　科学技術リテラシーの必要性について、特にキャリア形成の観点か

　　　　　　　ら論じ合います。

　○登壇者：北原 和夫 氏(国際基督教大学、科学技術の智プロジェクト委員長)、

            　 田代 直幸 氏(文部科学省 教科調査官)、

            　 藤原 和博 氏(杉並区立和田中学校 校長)ほか

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071124/2-10.html

　◆「新しい『サイエンス・メディア』をデザインする」

　○主　催：科学と社会委員会科学力増進分科会

　○日　時：11月24日(土) 17:00～19：00

　○会　場：東京国際交流館 3F 国際交流会議場

　○内　容：科学データの改竄が相次ぎ、テレビ報道の倫理がいま問われています。

            　シンポジウムでは、番組制作に携わるテレビ局関係者と科学者が、

　　　　　　　『サイエンス・メディア』という新たな構想で、メディアの今後につ

　　　　　　　いて議論します。

　○登壇者：早川 信夫 氏(NHK解説委員)、

　　　　　　　 福原 伸治 氏(フジテレビ)、

　　　　　　　 毛利 衛(日本科学未来館) ほか

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071124/2-16.html

　

　◆「生命の息吹と地球の鼓動を聞く：今、フィールドサイエンスが面白い」

　○主　催：基礎生物学委員会・応用生物学委員会・地球惑星科学委員会合同

　　　　　　　自然史・古生物分科会

　○日　時：11月25日(日) 15:30～19:00

　○会　場：東京国際交流館 3F 国際交流会議場

　○内　容：「科学者」と言われたとき、どのような人を想像しますか？

　　　　　　　野外に出て、自然の調査や観測を行っている科学者がいます。

　　　　　　　フィールドサイエンス（野外科学）のプロたちが、自然のおもし

　　　　　　　ろさと醍醐味を熱く語ります。

　○登壇者：鷲谷 いづみ 氏(東京大学大学院)、

　　　　　　　 馬渡 駿介 氏(北海道大学大学院)、

　　　　　　　 磯崎 行雄 氏(東京大学大学院) ほか

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071125/2-4.html

＜＜お勧めプログラム＞＞

　◆「社会技術フォーラム『ライフサイエンスの倫理とガバナンス』」

　○日　時：11月23日（金・祝）10:00～13:00

　○登壇者：金澤 一郎 氏(日本学術会議会長/国際医療福祉大学 教授)、

　　　　　　　 加藤 尚武 氏(東京大学大学院 特任教授/鳥取環境大学 

　　　　　　　 名誉学長)ほか

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071123/1-1.html

　◆「気候変動を考える～How to Communicate Climate Change?～ 」

　○日　時：11月23日（金・祝）12:30～14:30

　○登壇者：高谷 史郎 氏(アーティスト/ダムタイプ)ほか

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071123/2-1.html

　◆「開会基調講演・開会シンポジウム 」

　○日　時：11月23日（金・祝）15:30～18:00

　○登壇者：薬師寺 泰蔵 氏(内閣府総合科学技術会議 議員、

　　　　　　　 慶應義塾大学 客員教授) ほか

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071123/2-6.html

　◆「みんなで探そう 第二の地球-世界天文年2009プレ・イベント-」

　○日　時：11月24日（土）10:00～12:00

　○登壇者：海部 宣男 氏(放送大学 教授・日本学術会議 第三部部長)ほか

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071124/1-1.html

　◆「学校の理科教育を支援する体制の充実に向けて」

　○日　時：11月24日（土）13:00～15:00

　○登壇者：高安 礼士 氏(千葉県総合教育センター)ほか

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071124/2-1.html

　◆「科学とテレビ／テレビと科学 」

　○日　時：11月24日（土）16:00～18:00

　○登壇者：吉岡 忍 氏(作家)ほか

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071124/2-18.html

　◆「総括基調講演・総括シンポジウム 」

　○日　時：11月25日（日）12:30～15:00

　○登壇者：海部 宣男 氏(放送大学 教授・日本学術会議 第三部部長)ほか

　http://scienceportal.jp/scienceagora/agora2007/071125/1-8.html

他にも、多数のプログラムが開催されます。

詳細は次のホームページをご覧ください。

http://www.scienceagora.jp

　【お問い合わせ先】 

　　「サイエンスアゴラ2007」運営事務局(日本科学未来館 内)　

　　担当：土屋(つちや)、吉田(よしだ)

　　TEL：03-5530-0886　FAX：03-3570-9150

　  E-mail:info@scienceagora.jp

==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.108  **  2007/11/22  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　講演会「歯学教育の現状と将来 Part１ 診療参加型臨床教育」の開催に

  ついて（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　

　日本学術会議 歯学委員会 歯学教育分科会 では、上記の講演会を開催し

ます。

　◆日　　時：12月６日（木）13:00～17:00

　◆場　　所：日本学術会議　講堂

　◆演　　者：三浦　公嗣（文部科学省医学教育課長）「歯学教育に求める

　　　　　　　　 もの」ほか

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。

  http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/43-s-2-1.pdf

　

　【お問い合わせ先】 　

    日本学術会議事務局参事官(審議第一担当)付

  　TEL：03-3403-1091 

    FAX：03-3403-1640

    E-mail：s252@scj.go.jp

　　※事前の申し込みは必要ありません。

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム「Humanities(じんぶんがく)と基礎学の危機」の開催

　について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　わが国の学術政策が、人文系・理系を問わず基礎学を軽視してきたこと

に対して、警告を発し、課題の遂行にむけて共同して第一歩を歩み出すこ

とを目的として企画された。

　◆日　時：平成19年12月８日（土）15:00～18:00　

　◆会　場：専修大学神田校舎1号館15番教室（千代田区神田神保町3-8-1）

　◆提題者：鷲田清一（連携会員、倫理学、大阪大学総長）、

　　　　　　　 神崎　繁（連携会員、哲学、専修大学教授）、

　　　　　　　 森由利亜（中国哲学、早稲田大学教授）、

　　　　　　　 鈴木博之（建築学、東京大学教授）

　◆コメンテーター：金井淑子（連携会員、倫理学、ジェンダー研究、

　　　　　　　　　　　  横浜国立大学教授）、

　　　　　　　　　　　  斎藤明（連携会員、仏教学、東京大学教授）

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/44-s-1-1.pdf 

　※事前申込みは必要ありません。

　【お問い合わせ先】

　　専修大学・大庭研究室　FAX：044-900-7849

　　（共用につき、大庭あてと明記してください）

■-----------------------------------------------------------------

  シンポジウム「人文科学とコンピュータシンポジウム（じんもんこん:-)

　2007）：デジタルアーカイブと時空間の視点」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　実世界で発生する事象・現象やデジタルアーカイブでは、その属性とし

て「時間」と「場所」という要素をもつ。人文科学情報の蓄積と利用の促

進を目的として、この「時間」と「場所」という指標を、人文科学におけ

る時空間情報処理という新しい視点から取り上げ、それらを推し進める情

報技術、制度、事例、解析手法について、交流を深める。

　◆日　時：平成19年12月13日（木）、14日(金)9：30～18：40　

　◆会　場：京大会館（〒606-8305　京都市左京区吉田河原町15-9）

　◆発表者：「時空間情報社会」　

　　　　　　　 岡部篤行（日本学術会議地域研究委員会地域情報分科会委

　　　　　　　 員長・東京大学）

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://jinmon2007.oiu.ac.jp/index.html

　※事前申込み等は不要です。

　【お問い合わせ先】

　　・事務局：京都大学東南アジア研究所

　　・担当者名：柴山　守

　　・住所：〒606-8501　京都市左京区吉田下阿達町46

　　・TEL：075-753-7314  FAX：075-753-7320

　　・E-mail：sibayama@cseas.kyoto-u.ac.jp

■-----------------------------------------------------------------

  「21世紀スポーツ科学研究セミナー；世界で活躍する若手スポーツ科学

　研究者からの発信」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

　健康・スポーツ科学関連分野では、研究対象の多様化と研究方法の細分

化が進み、数多くの優れた若手研究者が輩出されつつあります。その一方

で、各領域を統合する必要性も生じてきております。そこで、これまでの

健康・スポーツ科学にアイデンティティをおきながら、国際的にも最先端

の研究を行っている若手研究者によるセミナーを開催します。

　◆主催　日本学術会議　健康・生活科学委員会　健康・スポーツ科学分科会

　◆共催　日本トレーニング科学会、日本体力医学会、

　　　　　　 早稲田大学スポーツ科学学術院

　◆後援　日本医歯薬アカデミー、日本スキー学会、日本健康科学学会、

　　　　　　 スポーツ史学会、日本体育学会

　◆日時　平成19年12月22日（土）13:00～17:30

　◆会場　早稲田大学14号館101教室（西早稲田キャンパス）

　◆プログラム

　　13:00 開会の挨拶　福永哲夫（健康・生活科学委員会健康・スポーツ

　　　　　　　　　　　　　　 科学委員会副委員長）

　　13:15～14:15　基調講演；若手研究者へのメッセージ；安全の科学から

　　　　　　　　　　　 唐木英明（日本学術会議第二部（生命科学）部長

　　14:15～　コーヒーブレイク

　　14:30～17:30　若手研究者からの報告

　　　　　　　　　１．田内健二（早稲田大学）：

　　　　　　　　　　　投運動における反動動作の効果とそのメカニズム 

　　　　　　　　　２．久保啓太郎（東京大学）：

　　　　　　　　　　　ヒト生体における腱の役割と可塑性 

　　　　　　　　　３．鈴木康史（奈良女子大学）：

　　　　　　　　　　　身体文化学という新しい試み 

　　　　　　　　　４．後藤一成（日本学術振興会特別研究員）：

　　　　　　　　　　　代謝・内分泌応答からみた合理的な運動・トレーニング処方

　　　　　　　　　５．橋本健志（カリフォルニア大）：

　　　　　　　　　　　乳酸に対する骨格筋細胞の応答 

　　17：30　閉会の挨拶　吉岡利忠（弘前学院大学、日本学術会議連携会員）

　※参加費無料

　【お問い合わせ先】

　　早稲田大学スポーツ科学学術院　福永研究室　

　　TEL：04-2947-6783

　　E-mail：megumi@aoni.waseda.jp 

■-----------------------------------------------------------------

  公開シンポジウム「少子高齢社会の政策形成と社会学」の開催について

　（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　少子高齢社会に関わる政策形成の現状について分析と評価を行うととも

に、望ましい政策形成のあり方を実現していく上で社会学および関連諸科

学がどのように貢献しうるかを検討する。

　◆日　時：平成19年12月22日（土）13:00～17:00　

　◆会　場：お茶の水女子大学・共通講義棟２号館102号室（東京都文京区）

　◆演　者：佐藤　博樹（東京大学教授）、

　　　　　　　 笹谷　晴美（北海道教育大学教授）ほか

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/43-s-1-1.pdf 

　※E-mailにて必要事項（氏名、所属、Ｅ-mailアドレス等）をご記入の上、

　　以下の問い合わせ先担当宛、お申し込みください。

　【お問い合わせ先】

　　お茶の水女子大学「コミュニケーション・システム開発」事務局

　　E-mail：csd-info@cc.ocha.ac.jp

####################################################################

＜お詫び＞

　ニュース・メールNo.106でお知らせした公開シンポジウム「21世紀の大学

教育を求めて　－新しいリベラル・アーツの創造－」のリンク先に誤りがあ

りましたことを深くお詫びいたします。

　正しいリンク先は以下のとおりです。

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/43-s-1-2.pdf

####################################################################

